
はじめに

1994030045.TIF

砂'’"‘’’』 •9,~"‘" "心'"•’"’’’"'’9●‘’"’’̀`．、'’"9,,.. ＂‘’’’’’’,..，9 い ’’"’’’"‘’’‘.,h.d'’’’'い '’’"m. ， 9'’‘’’"“‘ ●●’’’’’,．．’’’｀研曹 ’"’’’".,9, ．、 9'"'’"’’’,. ， 9• J•’’’’● 9’’’’’’’" ＇,..’’’,.＇ ’’’‘’’"’’’..,9•.., ．’り、●'’’’‘• 9,.’’’"’’’"'’’,.,9• d'’“’’,.d'’’’’"’’’’’9,9・＇’'＂＇9, 研究ノート

中国における両業銀行の対農業投資

-1931~36年―--

砧
弁

5

納 ュオ
し＇ち

はじめに

I 農業に対する商業銀行の分析

II 投資の意図と戦略

lll 投資額の推移

N 貸付に見る特徴

おわりに

はじめに

中国では， 1930年代になると銀行の対農業投資

が増加する。それは，この時期に本来農業とは直

接的関係のない商業銀行が対農業投資を開始した

ことによる。 1931年民間の上海商業儲蓄銀行（以

下，上海銀行と略称）が，華洋義賑会へ投資した

のを皮切りに，その後他の商業銀行も続々と対農

業投資に乗り出していったのである。

中国では， 1931年頃から世界恐慌の影響か出始

めた。たとえは，天沖市では1926年の価格を100

とした物価指数で見ると，製造品が31年の134.28

をピークに，以後下降し35年には103.29となった

のに対して，農産品は30年に106.82まで上昇する

ものの， 34年には64.26にまで落ち込み，農工間

シェーレは30年代前半に一層拡大していた旧 l)0

このため，農村部から都巾部へ賓金が流出して銀

行に賓金が集中する一方で(it2)，銭荘など旧式の

金融機関の倒産・閉鎖が相次ぎ旧：l), 地域によっ

ては高利貸すら存在し得ないほど，農村金融は危

機的状況にあった情1)。さらに1934年6月にアメ

『アジア経済,XXXV-3 (1994.:l) 

リカ政府が銀買い上げ政策を実施したため，中国

国内から大量の銀が流出し．中国全体の物価は大

幅に下落し，金融の枯渇は一層深刻化した（注5)0 

南点政府成立以前に設立された農業銀行はわず

か6行であり．しかも実際には紗票を発行したり．

商業銀行に転じて投機を行なうなど，対農業投資

は低調であった。また南京政府成立以降， 1928年

に成立した江蘇省農民銀行をはじめ， 34年までに

農業銀行は23行が成立したが(It6)，浙江省政府は

29年になって浙江省農民銀行の設立計画を中止し，

中国農工銀行杭州分行に農村貸付を委託してお

り（注 7)．また33年に成立した像郡院績四省農民銀

行がようやく全国性の中国農民銀行として改組さ

れたのは35年であった。このように，中国の農業

銀行は抗日戦争以前はまだ初期的な段階にあった。

商業銀行の農業金融への進出には．南京政府に

よる農村復典運動の指導と同時に公債政策の行き

詰まりがあった。南京政府は．成立当初より，対

共産党との関係もあり，金融界の支援の下に農村

復興事業に着手した。農村復典運動の遂行のため，

行政院農業処．農業建設委員会．国民経済建設運

動委員会および各種の農村救済委員会などの農事

施設や諸機関が設立され，合作社政策が採用され．

1936年に農本局が成立するに至った（注8)0

また，従来，銀行資本の80~はないし90ぷまでが

土地および公債への投資に向けられていたが．

1931年には公債の発行は行き詰まり， 32年には一
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度も公債が発行されず，一方， 34年の地価の暴落 が一変したこと，さらに当該時期は，本稿で主に利

によって土地投資の利潤は低下した。こうして， 用する各銀行の年度ごとの営業報告が比較的まと

従来の投資対象を失った銀行の遊資は，新しい投 まった形で入手し得るという資料上の理由による。

資の対象として農村貸付に活路を見出そうとして

し〉た（注9)。

さらに，合作社に対する貸付機関のうち，銀行

の占める割合は合計56.3ぷで， 1936年の全合作

社の借人金のうちの80年は銀行からのものであっ

た（注］0)。南京政府成立以降に合作社が急速に発展

したのも．銀行からの融資があったからであった。

ところで． 1930年代当時から，商業銀行の対農

業投資については，王承志の意見に代表されるよ

うに少なからず批判があった。王承志は，帝国主

義の圧迫や国内の封建残余勢力が完全には排除さ

れず．また土地私有制や階級搾取関係が廃棄され

ない状況Fでは，銀行の対農業投資は農村の惨状

を何ら救済し得ないばかりか，むしろ逆に搾取の

強化によって農民を一層悲惨な状況へ陥らせると

述べている（注11)。こうした見解は，中国農村社会

を「半植民地半封建社会」として捉える立場に立

つものであるが，現在でもほぼ通説となってお

り，これに本格的な再検討を加えた研究は見当ら

ないW'l2）。しかし，「半植民地半封建社会論」そ

のものが批判にさらされている近年の研究状況か

ら考えれば（注13)，ゼ承志に代表される通説的な見

方を再検討する必要があると考えられる。商業銀

行の対農業投資が農業経済に対して令く否定的な

作用しか果たさなかったという見方は一面的なも

のであろう。

そこで．本稿は，主要には商業銀行の対農業投

資の意図と実態を分析し．その特徴を明らかにし

たい。なお，時期を1931年から36年までに限定し

たのは． 31年に商業銀行の対農業投資が開始され

たこと，また37年からは日中戦争開始により状況
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（注 l) 買秀岩・陸満平著『民国物価史』北京 中国

物価出版社 1992年 110~114ページ。

（注 2) 呉承眉喜著 玉木英夫訳『支那銀行論』叢文閣

昭和14年 60~68ページ。

（注3) 陸仰淵・方慶秋主編『民国社会経済史』北京

中国経済出版社 1991年 329~331ページ。

（注4) 弁納オー「1930年代の中国の合作社政策一一

農業政策の一環として―-」（『東洋学報』第71巻第1.

2号 1989年12月） 33~34ページ参照。

（注 5) 中国財政史編写組編著『中国財政史』北京

中国財政経済出版社 1987年 531ページ。

（注 6) 呉承藉「中国銀行業的農業金融」（『社会科学

雑誌』第6巻第3期 1935年9月 466~468ページ）。

（注 7) 浙江省建設庁「浙江省辮理合作事業与農業金

触経過情形報告 (21年11月～23年8月）」（『合作月刊』

第6巻第11• 12期合刊 1934年12月） 40ページ。

（注8) 満鉄上海事務所『中支二於ケル農業政策ノ動

向（中，調，聯，農業分科会中間報告）』興亜華中資料

第67号中調聯農資料第8号上海昭和14年11月

第 1節。

（注 9) 中国通信社調査部『国府の農業政策と農本局

の役割』中通資料第64号上海昭和12年 6~7ペー

(it10) 満鉄t海事務所『中支二於ケル農業政策ノ動
向（中，調，聯，農業分科会中間報告）』第1節。

（注ll) ．i冴承志著 小林幾次郎訳『支那金融資本論』

森山書店昭和11年第6章。なお原苦は，王承志『中

国金融資本論』上海上海光明書局 1936年。

（注12) 中国における近年の研究として，韓徳章・盾

玉栄「民国時期的新式農業金融j (『中国農史』 1989年5

月第2期）や，子治民「＋年内戦期間中国農村金融状況」

（『民国櫓案』 1992年第2期 1992年5月）があるが， と

もに通説の繰返しに終始している。'-方， 日本では，

1930年代の銀行の対農業投資に部分的ながらも言及した

研究として，加々美光行「中国郷村建設運動の本質一一

30年代国民党ff僚資本下における一一」（『アジア経済』

第11巻第1号 1970年1月）／菊池ー隆「農本局の成立

とその役割一ー戦時下，国民政府の農業政策の一環一ー」



Ⅰ　農業に対する商業銀行の分析
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er大分県立芸術短期大学研究紀要』第21巻 1983年）／飯
塚靖「南京国民政府の農業政策と農業技術専門家j (『近

きに在りて』第22号 1992年11月）などがあるが，農業

金融を全面的に検討した研究は見当らない。

（注13) たとば，久保亨「戦間期中国経済史の研究視

角をめぐって一ー『半植民地半封建』概念の再検討_,,,,」

び歴史学研究』第506号 1982年7月）／奥村哲「日本に

おける中国近現代経済史研究の動向(II)」げ新しい歴史

学のために』第170号 1983年3月）／中村哲 r近代世界

史像の再構成ーー東アジアの視点から一ー』青木書店

1991年など参照。

I 農業に対する商業銀行の分析

銀行の対農業投資に対する従来の通説的評価は，

当該時期の農村社会に対する認識ときわめて密接

に結びついていた。王承志と同様の立場に立つ辞

葬橋によれば，中国では「半封建的土地関係」が

農業生産｝Jの発展を阻碍しており，特に1930年代

には「帝国主義の侵略と．地主・豪紳の各種の半

封建的収取」に災害や枇界経済恐慌が加わって農

村経済は「全面的崩壊」に陥ってしまったとされ

ている（注 l)＂，これに対して，銀行はやや楳なる見

方をしていた。民間の t海銀行と政府系の中国銀

行の営業報告に， 1932年から36年までの各年度毎

に中国農業の状況を分析した部分があるので，以

下，これによって32年から36年までの中国農業の

状況の概略を追うことにする。

1932年小麦の収穫量は平年の 6~7割程度で，

江浙一帯では天候不順による蚕の成育不良に繭価

の下落が加わり，農民の購買力は激減した。また，

秋には米と棉が豊作になったが，農民による穀物

の光り急ぎと外国米のダンピングによって，農産

物価格が急落した（注2)。1932年秋と同様に翌33年

も豊作で，棉は棉畑面積の増加もあって19年以降

最大の生産鼠であったが，外国農産品のダンピン

グ，輸出の減少，運錆（運送・販売）の停滞，内地

金融の枯渇によって，農産物が10余年来の低価格

を記録し（注3)，農民の購買力は一層低下した（注4)。

さらに， 1934年秋には華中各地で干害が発生

し（注5)，特に湖南，湖北，江西の 3省は，前年に

比して食糧が50;は，棉花が47年の減産になっ

た（注6)0 

1935年になると， 33年および34年の平均に比べ

て，農産物価格がやや高くなり，農民の総収入も

1割ほど上昇した。しかも農産品輸出は減少した

が，輸入農産品の減少のほうが大きかったため，

輸出総額が輸入総額を超過するという，第一次大

戦以後未曾有の現象が発生した。さらに，幣制改

革以降はそれまで銀を隠し蓄えていた富農が麦や

棉を購入して蓄え始めた結果，農産物価格が数

週間のうちに 1~2割程度急上昇し，その際に

農産物を売却した小農に相当の利益をもたらし

た（注7)0 

1936年には金融恐慌がおさまり，豊作とあいま

って農村における購買力がいちじるしく増加し，

商工業もようやく景気が回復した。しかも，豊作

にもかかわらず，農産物価格は下落しなかった。

上海銀行は，これを海外の穀物価格が上昇し，為

替レートが下降したからだと説明している（注8)。

一方，中国銀行は1936年の豊作と物価上昇が農村

復興の趨勢を加速したとしている。 1933年から35

年までの平均に比べて，上海の農産物の卸売価格

は，小麦が47年，棉花が15ら:;:,米が10年，生糸が

13ぶとそれぞれt昇したのみならず，郷鎮での価

格の上昇が都市に比べて速く，米，麦，高梁，粟，

薬煙草などの販売による農民の収人は，全国で17

億元，約44ぷ増加し，生糸，茶，羊毛，落花生，

桐の実などの販売による農民の収人も20億元増加

した旧9)。
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Ⅱ　投資の意図と戦略
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以上， 1932年から34年までの時期の中国の農業

経済は，絆暮橋に代表される通説で述べられてい

るように，「全面的崩壊」に近い状況にあったと

言える。しかし， 1935年および36年の状況につい

ては．通説的見解と銀行側の認識とはかなり異な

っている。すなわち，銀行側は， 1934,35年を底

に， 35年後半期には回復の兆しが見え．翌36年に

は好況を迎えつつあり，そして， 30年代前半の農

業不振の原因は，主要には自然災害，流通の非合

理性，金融の枯渇などにあり，これらが農産物生

産量および農産物価格の低下をもたらし，ひいて

は農民の収人および購買力の低下を招来したと認

識していた。とすれば．逆に．銀行は，以上のよ

うな問題点が解決されれば，農村経済の復興は可

能だと考えていたことになる。いずれにしろ．銀

行の農村経済に対する関心は，農民間の貧窟差0)

是正や貧農救済などにはなく，農業生産量の変化，

農産物価格の変動，そして最終的には農民の購買

カの動向にあった。

以上の銀行の農村に対する見方は．農民を主要

には「地主・富牒」を除く「飢餓小作牒」＝貧農

と捉えて貧農0)救済を重視する，従来の通説的な

見方とは異なっていが通説では，貧農を救済し

得るか否かという点が強調されており， t．地問題

の解決（＝士地私有制の廃棄）なしには．いかなる

措置や政策も全く無意味であり，農村の疲弊をn`．

層深刻化するとされてきたは10）。 しかし，「半植

民地半封建社会」 ドにおける銀行の対農業投資が，

農村経済の「全面的崩壊」を助長するという認識

からは． 1936年の農産物の豊収と農産物価格のI:

昇という虹を説得的に説明できない。仮に，銀

行の対農業投資が農村での貧富差0)拡大ないし階

級分化の激化を助長する作用を果たしたとしても，

銀行側の報告でも指摘されたような， 1936年の農
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産物の豊収と農産物価格の上昇という事実は．単

に偶発的な現象としてではなく．むしろ銀行の対

農業投資の効果が一定程度反映された結果である

と見るのが自然であろう。

（注 1) 辞暮橋「支那農村の基本的諸問題j (『満鉄調

査月報』第17巻第7~8号昭和12年7~8月）。これは，

『中国農村』第2巻第1期 1936年1月以降に連載され

たものを補充改稿し，『中国農村経済常識』上海 上海

新知書店発行に輯録されたものの全訳である，9

（注2) 「上海商業儲蓄銀行二十一年度営業報告書

(I.)」（達銀行週報』第17巻第16期 1933年5月2H) 29 

~32ペーシ。以下 1上海銀行21年・・・・・（上）」のように略す。

（注3) 「 1：海銀行22年…•••(-） 1 (『銀行週報』第 1

8巻第16期 1934年5月1ll) 23~24ページ。

（注4) 「中国銀行22年・…••(-）」（『銀行週報』第18

巻第14期 1934年4月17|l)23ページ。

（注 5) 「上海銀行23年•…••（上）」（『銀行週報』第19

巻第17期 1935年5月7fl) 26ページ。

（注6) 「中国銀行23年…・'」（『銀行週報』第19巻第

13期 1935年4月9[l) 26~27ページ。

（注7) 「中国銀行24年…•'」（『銀行週報』第20巻第

14期 1936年4月14[J)17~19ページし

（注8) 「t．海銀行25年…… 1 (『銀行週報』第21巻第
15期 ］937年4月20日） 13,20~22ページ。

（注9) 「中国銀行債市長宋（文先生致股東大会報告

内（中華民同廿1i年度） 1 (『銀行週報』第21巻第1,1期

1937年4月13m 16, 24~2sページ。
(it]0) 弁納「1930年代の中国の合作社政策J 参照。

II 投資の意図と戦略

上海銀行は．都Iliでは資金の過剰を感じ，内地

では欠乏を感じているのに鑑みて，内地の貸付に

を注ぎ，都巾の過剰資金を内地で運用するつも

りであると報告していた旧 l）。このように，廂党

銀行の対農業投資は，遊資の捌け口を農村に求め

たのであって，利益を1斐外視して飢餓線l：に立た

された貧農に資金を無償配布するものではなく，

慈善市業とは一線を画していた旧 2)。資金回収の
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安全を確保するためには．農業生産が順調に行な

われ．農産物が確実に売れて，農民が一定の利益

を手にする必要があり，銀行はこの点において農

村の救済・復典を切望していた。

では，商業銀行はいかなる戦略の下に対農業投

資を実施したのであろうか。まず．中国銀行は，

米，棉，麦などの農産品の自給を図り．外国農産

品の輸入を減少させると同時に．農民の購買力を

回復させることをめざしていた(ti3)。そして，そ

のためには農業生産コストの引き下げと同時に．

農産物価格のり1き上げが必要であり．より具体的

には「完全で良好な通貨制度」を確立した上で．

「通貨膨張」の機能によって資金量を増加させ．農

産物価格を引き上げる必要があるとしているぽ4)0 

中国銀行はすでに1932年に金利の引き下けと資金

の内地への積極的な還流を宜言し（注5)．33年には

それを実行している。

中国銀行の提唱する農業救済方法は，要するに

ィンフレ政策の実施であり．金利の引き下げ，農

村での出回り賓金の増加による農産物価格引き上

げ策であった。農産物価格の上昇は，農民の収人

の増加と購買｝Jの上昇につながり，さらに，それ

が商工業の発展をもたらすと考えられていた。だ

が．中国銀行によるインフレ政策を基本とした農

業救済の本格的効果は， 1935年11月の幣制改革の

実施以降に待たなければならなかった。

次に，上海銀行を見てみよう。当初．総経理の

陳光甫は．対農業投資は危険が大きく利益も少な

いとして慎屯な態度をとっており，上層部にも対

農業投資に異議を唱える者があった。しかしやか

て農業専門家の鄭乗文に説得され． tll乗文を主任

とする農業合作貸款部を設置し，対農業投資に乗

り出していった。その際．陳光甫は．上海銀行が

まず農業貸付の手本を示すことによって．他の多

’’’ー’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’'＂ 99’’‘’’’’’’’’’’’’’’•9‘’’’’’’’’’"'’’’’’’"＇’’’’’’’’’’'，研究ノート・・9’’’’’’’’’'"’’‘’‘’999, ＂＇’"’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’

くの商業銀行の積極的な対農業投資を鼓舞激励し．

農業の発展を促進するのだと語り（注6)，また，一

方で，「商業の基礎は農業や工業にある。農業は

原料品の来源であり，工業は完成品の倉庫である。

農業や工業がなければ，商業はあり得ない。わが

国の近年来の農業が商工業に及ぼす影響は実に大

きい。農業金融の補助から着手しなければ，決し

て目前の商工業の恐慌状態を挽回することはでき

ない」と述べている（注7)。すなわち，上海銀行は

農業金融を行なうことによって農業の発展を図り．

さらにそれをてこにして商工業の発展があれば，

それはひいては商業銀行の発展につながると考え

ていた。このような循環を実現するために，まず

上海銀行が先頭を切って対農業投資を実行し，他

の商業銀行の対農業投資を呼び込もうとしたので

ある。

しかし，このような観点は，陳光甫や上海銀行

上層部などが最も不安を抱いていた，資金回収の

安全性について何ら保証を与えるものではないか

ら， 上海銀行がこうした観点のみによって対農業

投資に乗り出していったとは考えがたい (ii•8)。で

は， l：海銀行はいかなるところに保証を見出して

いったのだろうか。

上洵銀行は「久しく合作社の発展を扶助する志

があったが，直接経営することができなかったた

めに，北平方面では華洋義賑会と合弁し，南京で

は金陵大学と合弁し，低利で農民合作社に貸付を

行なった。」と述べており (ii・.9)．華洋義賑会や金

陵大学などを通じて間接的に投資することによっ

て，資金回収の安全性を科めようとしたことがわ

かる。華洋義賑会は農村救済をめざす慈善団体で

あり，それを実行するための一定の知識や技術を

備えていたが（注JO)，資金1)は微剥であった。上海

銀行と華洋義賑会の合弁は，一方の資金過剰と他
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方の資金不足という点に一致点を見出していたの

である。しかし銀行側と合作社側では意見の- 致^

しない点もあった。たとえば，華洋義賑会は，本

来信用合作社への貸付に重点を償いていたにもか

かわらず， 1934年に上海銀行などが華洋義賑会に

貸付けた50余万元の資金は，銀行側の期待にそっ

て棉花の運蛸のために用いられた旧11)。また，華

洋義賑会総幹事であった章元善は，「金城銀行は，

営業の観点から義賑会の合作社組織の設立が慎重

すぎて発展速度が遅すぎると感じ．自ら農村で合

作社を組織したが，その目的は貸付によって商売

することにあるため，その合作社は勢い地主・貨

農を網羅して社員とし，農民にとってはかえって

害となっている」と述べ(it12)，金城銀行が単なる

貸付にとどまらず華洋義賑会の方針と矛盾する動

きを示していることを批判している。

このように，報洋義賑会は銀行から資金供与を

受けることによってその独立性を弱めていった。

1933年に華洋義賑会と並んで山東省の部平郷村改

進会や河北省の定県平民教育促進会の合作社も中

国銀行から貸付を受けたが旧l'l)，特に山束省鄭平

県の芙棉運納合作社連合会は， 1934年に中国銀行

済南支店から貸付を受け，同年12月に棉花を売却

し，合作社の社員分配利益を一躍3倍半に増加さ

せるなど， 一定の成果をtげていた点も見逃せな

い(ii:14)。1936年末の統計によると，美棉運蛸合作

社連合会は中国銀行，交通銀行，浙江興業銀行か

ら各200ガJじ，金城銀行から150万元以上，上海銀

行から250万～300万冗，合計1000万尤以卜もの貸

付を受けていた（日15)。

中国銀行および上海銀行は，銀行の対農業投賓

を経済全体の中に位四づけている点で共通してい

た。このうち．中国銀行は， l灌ザ銀行に比べより

層政策的な見地から投資戦略を立てており，本
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来政府ないし中央銀行の果たすべき役割の一部を

代替していたと自える。また，上海銀行は，農業

の復輿•発展が商工業や商業銀行の発展の基礎を

なしており，そのためには銀行による対農業投資

が必要であると考え，自らが先頭に立ってこれを

実行した。ただし，安全性確保のために．農民へ

のL直接的貸付を避け，農業関連機関を通じた間接

的投資を行なったのである。

（注 1) 「上海銀行21 年・…••（上）J 33ペーシ¢

（柁 2) 「I・＾海商業儲蓄銀行農業合作貸款部業務説明」

（『銀行週報』第17巻第30期 1933年8月8日） 3］ページ。

（注3) 「中国銀行21年・・・・・（ド）」 （『銀行週報』第17

巻第14期 1933年4月18H)26, :uペーシ。
（注4) 「中国銀行22年・・・・・（＿二）」 （『銀行週報』第18

巻第15期 1934年4月24ll) 22ペーシr

（注5) 「中国銀行21年・… ••(_t) 」（『銀行週報』第17

巻第13期 1933年4月llUl32ページ。

（注 6) 1祖宝潤 1農学家鄭長文」（『文史資料選輯』合

訂本第30冊第88輯 1986年） 199ペーシ。

ほ 7) 「l"：海商業儲括銀行農業合作貸款部業務説明 I

30ページ CJ

（注8) 飯塚靖は，上海銀行が対農業投資を開始でき

た(/)は「資金の都市集中により預金額を飛躍的に増人＾さ

せ，経営成絹も好調で……預金額の増加により貸付資金

にも余裕かあり，また農業金融で損益や低収益となって

も他事業での補填が19J能であった」ためとしている（飯

塚「南京国民政府の農業政策と農業技術専門家」 9ペー

シ）。しかし，この指摘は資金回収0)安令性を保証する

こととは無緑である

（注9) 「上海鋲ti20年……」（『銀行週報』第16巻第

18期 ］932年5月17日） 35ページ。

(itl(）） 川井栢「華洋義賑と中国農村」(『li四運動の

研究i 第2函同朋舎 1983年）’’

（注11) 高向呆「河北省農業金融概況」（『中央銀行H

報』第4巻第2号 1935年2月） 261ページ。

直 12) I'.花尤善「雄洋義賑会的合作市業」（『文史資料

選輯』合，i[本第27lttI第8(）輯 198叫） 167ペーシ99

（注13) 「中国銀行22年“'̀…（-)」 28ページ＇"

（注14) 中篤太ー「1936年前後に於ける『中国銀行』

の生産的投資について」（『彦根論般』第132• 133け



Ⅲ　投資額の推移
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1968年12月） 110ページ。

（注15) f家駒・李紫翔編『中国郷村建設批判』上海

上海新知書店 1936年 61~62ペーシ。

III 投資額の推移

呉承講によれば，主要銀行の対農業貸付総額は，

1933年約612万元， 34年約1878万元となっており，

このうち34年の貸付額を貸付総額に占める比率で

みると，中国農民銀行が17.77~ゞ”:;:，上海銀行が2.84

ぷ，中国農T銀行が1.75らを占めているが、その

他の銀行は 1~ぐ＇：にも達してしヽない (/t:l)。さらに，

抗日戦争前の農民の資金の来源は，新式金融機関

と言われる銀行および合作社からはわずか 5ぷ程

度であった(It2)。このように，銀行の投資額全体

から見れば，対農業投資は微々たるものであった。

ところで，表 lおよび表2を見ると，呉承紐の

あげる数字と銀行側のそれとの間には相当の差が

あることに気づく。これは，銀行が農業倉庫や農

産物担保貸付など，見方によっては流通部門への

投資と見なされるものも広く対農業投資として扱

っているためである。いずれにしろ， 1930年代に

なって商業銀行が対農業投資に積極的に乗り出し

ていったとはいうものの，浙江地方銀行の36年の

数値を除けば，各銀行の対農業投賢額の全投賓額

に占める割合は，中国銀行と上洵銀行がほほ5ら

前後，交通銀行と金城銀行が多くとも10しゞ入前後で，

際立って高いとは言えない。これに対して，対商

業投資額の割合は一貫して高く，次いで対工業投

資額の割合が高い。対工業投資額の割合は，中国

銀行が10ら台前半，上海銀行が30年程度を維持し

ており．やはり民間廂業銀行の雄たる上海銀行は

表 1 銀行の農業． T．業・商業に対する投資額の比率
（％） 

1 中同銀fr |“ t海銀行 I 金城銀行 I 交通銀行 I 浙江地方銀行

］農業lL業1廂業農業
10. I I 21. 7 I * I 34. :l I * I * I * I * I * I * I * I * 
11. 4 I 22. 3 I O. 3 I ;35. 5 I * I * I * I * I * I * I * I * 
8 I 12. 8 I 27. 0 I l. 0 I 29. 3 I * I * I * I * I * I * I * I * 
:i I 13. 2 I 29. 7 I 3. 3 I 23. 7 I * I :u ! 21. 7 I :15.1 I 9. 5 I * I * I * 

* I 9.2'14.4 I 41.3 I s.o I * I * I * 
* | ＊ | 4. 0 | 31. 7l * 6.4 1 16. 5 39.4 10亙＊ 23. 3 * 

（出所） 以下の資料により策者作成0 中国銀行．『銀行週報』第17巻第13期 193:l年4月1111 17 

ページ，第19巻第1:1期 ］935年4月911 1I(）ページ／l：海銀行：『銀行週報』第16巻第18期
1932年5月17H 34ペーシ，第17巻第16期 1933年5月21」 32ページ，第17巻第17期 1933 
年5月9H 23~26ペーシ，第18巻第16期 1934年5月ll::f 26ページ，第18巻第17期 1934 
年5月8日 18~20ペーシ，第19巻第17期 l935年5JJ 7 H 27~30ペーシ，第19巻第18期
19:35年5111411 22ペーシ，第2(）巻第11期 1936年3月24LI 21~24ページ，第21巻第15期

1937年1月2011 H~l8ペーシ／金城銀行： l銀行週報』第19巻第12期 1935年4月2I l 32 
ペーシ嶋第2(）巻弟18期 19:36年5月121I 2(）ヘーシ，第21巻第20期 ］937年5月2511 21ペ
シ／交通銀紆： ［銀行週報』第19巻第15期 l935 i「4月2:.ll1 21~26ペーシ、第2(）巻箱16期
1936年4月2811 27~28ベージ，第21巻第13期 ］937年4月6II 20~21ページ／浙江地方銀
行：『銀行週報』第21巻第17期 1937年5月4ll 29~:llペーシ。

(ii.:） 表中の＊はイ沿羊を表わず，以凡同様，）
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表2 銀行の対農業投資額およひその内訳

（単位．万元）

t 海銀
糸翁 102 444 608 480 

合作 72 251 416 356 

農業倉 28 153 180 120 

金城銀

総＊ I 243 ! 675 I 503 

江蘇省農民銀行

総 額 340 879 1,390 2,167 

合作社 212 352 342 445 

農業食唐 128 527 I, 047 1,722 

中国農民銀行

総 額
＊ 3 
158 4171 1,176 

合作社 74 183 722 

中国銀行

総 額 2,000 8,000 9,500 ＊ 

合作社 ＊ 197 449 ＊ 

農業倉庫 1,950 7,600 9,000 ＊ 

交通銀行

総額， * I * I * I * 
農業倉暉 * 2, 048 2, 012 4, 137 

浙江地方銀行

総 額 ＊ ＊ ＊ ＇ 606 

農業倉庫 ＊ ＊ ＊ 420 

合作社 ＊ ＊ * | 
（出所） 以下の資料により惰者作成。上海銀

行：『銀行週報』第18巻第17期 19:34年5月

8日 18~19ペーシ，第19巻第17期 1935年

5月7日 30ペーシ、第20巻第11期 1936年
3月24H 24ペーシ，第21巻第15期 1937年

4月20日 18ページ／金城銀行：『銀行週報』
第19巻第12期 1935年4月2H 32ページ，
第20巻第18期 1936年5月12FI 19~20ペー

ジ，第21巻第20期 1937年5月2511 21ペー
ジ／江蘇省農民銀行：『銀行週報』第21巻第

21期 1937年6月1Fl 25ページ／中国農民
銀行：「最近八年来中国農民銀行各種農村放

款統計表」（『中罠月 11J』第2巻第2期 1941 

年2月）／中国銀行：「四年来銀行資金流入農
村鳥殿（『銀行週報』第20巻第29期 1936年

7月28日 8ページ）／交通銀行：『銀行週報』
第19巻第15期 ］935年4月2:i11 26ページ，
第20巻第16期 1936年4月28日 28ページ，

第21巻第13期 1937年4月611 20~21ペー
シ／浙江地方銀行：『銀行週報』第21巻第17

期 19:37年5月4El 29~30ページ。

ぅ0
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対農業投資よりも対商業投賓および対工業投資が

中心であったことがわかる（表l参照）。さらに，

これを対農業投資額でみると，民間商業銀行の上

海銀行および金城銀行は， 1935年まで年々増加し

ていったが， 36年には両行とも減少している（表

2参照）。上海銀行は，この理由について，農村

経済を補助する機関が日増しに増加しているので

対農業投資額を減らし．信用合作社はその分布区

域が散漫で貸付が非常に不経済なために指導に責

任を負える機関のないものを放棄し，また農業倉

庫は人手と倉庫数が不足しているために投資を手

控えたとしている（注3)。

これに対して，江蘇省農民銀行および中国農民

銀行の対農業投資額は． 1930年代中頃から急増し，

t海銀行や金城銀行のそれを追い抜いていくが，

中国銀行および交通銀行のそれには遠く及ばない。

対合作社投資のみで比較してみても． 1935年には

中国銀行は．江蘇省農民銀行や中国農民銀行をや

や上回っている（表2参照）。

以上，商業銀行の対農業投資額の割合は，投資

額仝体から見れば．決して高くはなかった。また

抗ll戦↑以前の1930年代には．江蘇省農民銀行や

中国農民銀行などの農民銀行の対農業投資額が徐

々に増加していったとはいえ，農業銀行は農業金

融を支配し得ていなかった。すなわち，資金面に

おいては，商業銀行が主動的な地位に立って，む

しろ農民銀行の本来果たすべき任務を代行してい

た。

(it 1) 呉承絨「中国銀行業的農業金融」 472,490ペ
、ぐ

ーン/
9J 

(it2) 「借款来源与信用方法」（『農情報告』〔実業部

中央農業実験所編〕第2巻第11期 1934年11月） 108ペ

ーン

（注 3) 「t海銀行25年•…,.」 18ページ。



Ⅳ　貸付に見る特徴
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農産物担保貸付であった（表2参照）。

N 貸付に見る特徴 この主に農業倉庫を利用した農産物担保貸付に

1. 貸付対象の偏在

資金回収の安全性確保のための措憫は，貸付の

際の特徴となって表われたが，その第 1は，貸付

が農業・農村全体へ幅広くではなく，地域的に，

また特定農産品に限定して行なわれたことである，3

中国農民銀行が辺境地域に重点的に貸付けたの

を除けは，大部分の銀行は，交通の便がよく，経

済的に比較的豊かな地域に貸付を集中させてい

た旧 l）。これは，真に救済を必要としている地域

を当初から除外していることになるが，銀行にと

っては投資効果が表われやすい。

また，すでに述べたように，資金の大部分は合

作社や農業倉庫などを通じて間接的に貸付けられ

ている。しかも，中国農民銀行と上海銀行は対合

作社投資の割合が高いが，全体としては対農業倉

庫投賓の割合が高い。たとえば，中国農民銀行の

対合作社貸付額は急増しているが，同じ農民銀行

の江蘇省農民銀行の対合作社貸付額の増加はやや

緩慢で，逆に対農業倉庫貸付額は急増している。

中国銀行も対農業貸付0)主要な部分は，交通銀行

と同様に、その比較的允実した倉庫網を利用した

おいて．中国銀行や交通銀行が担保とした農産物

の多くは棉花であり（表3参照）， また対合作社

投資額の割合の高かった上海銀行も，運錯•生産

合作社貸付の対象とした農産物は約70ぷが棉花で

あった(it2)0 

上海銀行と棉花の結びつきの強さは， 1933年10

月，全国経済委員会の下に棉業統制委員会が設立

されると，上海銀行総経理の陳光甫が主任委員に，

また上海銀行襄理兼農業合作貸款部経理の部乗文

が常務委員に任命されたことからも十分窺い知る

ことができる。部乗文は，棉業統制委員会におい

て陳光甫の職務を事実上代行し，棉花生産量を増

加させると同時に，棉花の品質を高めることによ

って，国内の紡績工場の需要を満たす目的で，ま

ず南京に中央棉産改進所を，また恢西，河南，河

北，湖北，山西，山東の各省に棉産改進所を設立

し， 1934年からは江蘇，狭西，河南，河北，山西，

湖北などの省で生産，運錯，信用などの合作社を

1200余り成立させ，社員 7万余人，社員の棉畑面

積約100万畝に達するまでにした。一方，上海銀

行は， 6万元を出資し，金陵大学農業経済系教授

で合作事業専門家の徐澄に同行農業合作貸款部へ

表3 中国銀行・交通銀行の棉花担保貸付額および農産物担保貸付額中の比率

（単位：）i元，％）□3 C--l _-1934/- l:35- - 1936 -

>:：［口；l比429*［ :1：：一比：：率：］一貸ー{::.tしご比：7~
（出所） 以 lくの育料により筆者作成。中国銀行：『銀行週報』第20巻第29期 1936

年7月28日 8ペーシ／交通銀行：つ銀行週報』第19巻第15期 1935年4月

2311 26ページ，第20巻第16期 1936年4月2811 28ページ，第21巻第13期

1937年4月6[~ 20~21ページ。
（注） 1931年の中国銀行の数値は綿糸担保貸付も含む。

” 
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の協力を仰ぐとともに．ィギリスおよびアメリカ

からは信用合作および運錯合作の専門家を金陵大

学農業経済系に招聘したは3)。

こうして，上海銀行は，単なる資金の貸付にと

どまらず，棉花運錯合作社などを通して改良棉

種の導入・普及を図り．技術上の指導を行なっ

たげ4）。また金城銀行も，何廉の賛助を得て南開

大学と華北農産研究改進社を組織し，河北省で

貸付を行なうとともに，棉種の改良にも従事し

た（注5)0

そもそも，対農業投資を行なった商業銀行が，

棉花を中心とした農産物を担保とする貸付に偏重

していったのは，商品を担保として取引を行なう

商業銀行の商慣行と馴染み，資金回収の安全を確

保するものであったと同時に，対工業投資とも一

定の関連があったためである。すなわち，対工業

投資0)うち紡績工場への貸付額比率は，中国銀行

および上海銀行ではほぽ50;＜えを超え（表4参照），

金城銀行の場合も，農産品では糧食・棉花を重視

表4 銀行の対「党業投資額0)内沢
（％） 

―｀  ▲ ▲ ▲ 

- 1931 193□玉[1934| 1935 1 193 
中国銀行

紡績業

製粉業

上海銀行

紡績業

製粉業］叫〗ー241 | l,.7 13．月1門
（出所） 以下の資料により筆者作成。中国銀
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行：『銀行週報』第18巻第14期 1934年4

月17日 27ページ，第19巻第13期 1935年

4月9日 36ページ／上海銀行：『銀行週

報』第16巻第18期 1932年5月1711 35ペ

ーシ，第17巻第16期 1933年5月2I I 26 
ページ，第18巻第17期 1934年5月8日

20ページ，第19巻第18期 1935年 5月14日

22ページ，第20巻第11期 1936年3月24H

23~24ページ，第21巻第15期 1937年4月

2011 17ページ）

し，工業製品では綿糸を喧視していたほ6）。しか

も，やがて流動資金の調達に苫しんだ多くの紡績

工場では，これらの銀行による管理や代営が行な

われ，銀行が技術・会計・経営などの各部門の専

門家を入れて，経営の刷新を図っていくことにな

った (it?)0

このように，銀行の対工業投資の多くの部分が

紡績工場に向けられていたことから見れば，銀行

の対農業投資の多くの部分が棉花に向けられたこ

とは，紡績工場の原料棉花の確保を保証しようと

する行為でもあったことがわかる。このうち，中

国銀行についてはすでに山東省を例に「綿業投資

の循環構造」が示されている旧8)。以上，銀行は

農業倉庫を利用した農産物担保貸付および運錯合

作社への貸付に重点を置いていたために，単なる

投資にとどまらず，農産物の流通合理化に関与し，

さらに生産過程にまで参与していった。

2. 集団投資

銀行の対農業投資の第2の特徴は，数行の銀行

が共同で投資したことである。 t海銀行の華洋義

賑会に対する貸付は， 1931年3月に 2万元， 32年

6月に 5万元， 33年2月に10万元と次第に増額さ

れ，さらに33年3月に中国銀行が2万元， 4月に

金城銀行が5万元の貸付を行なうようになり，っ

いに12月には 3行が共同で総額20万の貸付を行な

うに至った（注9)。このように，数行の銀行は本格

的に共同・集団で貸付を行なうようになり，やが

て「資金力を団結させ，農村貸付の効率を高める

ために」(i中］0), 銀団を形成していった。

そのような銀団のひとつに，中華農業合作貸款

銀団があり，その成立にあたっては，鄭北文が尽

力した。棉業統制委員会の下で合作社を継続的に

発展させ強固なものにするために，上海銀行と金

城銀行に共同出資を促したが，両行の出資額が少
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なかったので，交通銀行や像郡眈籟四省農民銀行

にも呼びかけた（注11)。さらに，上記4銀行に浙江

興業銀行を加えた 5銀行は， 1934年，全国経済委

員会映西棉業改進所と共同で，春には18の合作社

を通じて映西省の全棉作地の約1(）分の 1を占め

る22万畝の土地に棉苗貸款として30万元を，また

秋には「新棉運錆蓄押」 0)ため150万元を貸付け

た(rtl2)。こうして， 1935年2月15日上記の 5銀行

は中華農業合作貸款銀団を正式に成立させた。参

加銀行は後に四行儲蓄会，中南銀行，大陸銀行．

国華銀行，新華銀行の 5銀行を加えて総数l(）行と

なり，貸付似域も鋏西．河南，河北，山西の 4省

の棉畑に拡大され，春は麦苗に対して，秋は棉苗

に対して，牛産貸付と棉花運錯貸付が行なわれ，

1935年の銀団の貸付総額は300}j元に達した田13)0

また，中華牒業合作貸款銀団と並んで注Hされ

るのは絲繭借款銀団である。出資額から見て中核

的存在であった中国銀行は，すでに当該銀団成立

以前の1932年に，江浙両省に対して繭を担保に約

200万元を貸付けていた(it14）。このうち，浙江省

には銀銭業押放繭款連合委員会を通して春繭を対

象に， 171h元余りが貸付けられた(il]5)9 1934年，

14行の銀行が浙江絲繭借款銀団を形成し，浙江省

政府に対して秋繭を担保に，中国銀行が75Jj元，

交通銀行が50万Jじ，浙江典業銀行が40ガ元， 上海

銀行が25万元，中国実業銀行および四明銀行が各

15万元，中南，金城，大陸，塩業，浙江実業，国

椎，中国通商，中国墾業の 8銀行が各10万元，計

300Ji元を貸付け， また，中国，交通，江蘇，中

国農民の4銀行は，江蘇省の秋繭に対しても20

Ji元を貸付けた仇16)。浙江絲繭借款銀団は1935年

にも春繭に対して 180Ji元を貸付け田17)，また秋

繭に対しては中国銀行など10銀行が60万几を貸付

けた(ill凡さらに， 1936年5月5日il：浙春繭放款

銀団が成立すると，繭を担保とする貸付は，貨付

枠の総額が3000万元にも達し， 18銀行に 1銭荘を

加えた19行の金融機関が参加するまでになった。

そのうち，中国・交通両行が合計1000万元を出資

することになっていた（注19)。実際の貸付額は，浙

江省には200万元足らず，江蘇省には約1000万元

で，合計1150万元ほどであったが，それに加えて

中国・交通両行が浙江省蚕糸統制会に合計500ガ

元を貸付けたため，繭の買付のための貸付はかな

りの額にのぼった旧20)0 

中華農業合作貸款銀団と絲繭借款銀団には，次

の2つの特徴を見出すことができる。第 1に，前

者は主要には棉花，後者は繭というように， とも

に国際商品作物に対する投資であり，その生み出

す利益は他の農産物に比べて蒻かった。このこと

が，銀行が多額の投資を行なった主要な原因と考

えられる。第2に，前者は中央政府機関と，また

後者は地方政府と，各々密接な連携の下に投資し

ており，銀行の対農業投資は，政府によって保証

を与えられることになったと同時に，実質的に叶I

央政府ないし地方政府の農業への財政出動の代替

をなしていた。

このように見てくると， 1936年に成立した農本

局も突如として登場したものではないことがわか

る。農本局は，組織規程の第1条によれば，牒業

産品を調整し，農業資金を流通させ，農村の発展

を図ることを目的とし，実業部が国内の各銀行と

連合して組織するものであり，また第4条によれ

ば，農本局の資金は，固定資金，合放賓金（共同

貸付資金），流通賓金の 3種類に分けられ， 1936年

から4(）年までの問，固定資金は政府が毎年600Jj

元，合放資金は参加各銀行か紺年計60(）ガ元をそ

れそれ出賓し，流通資金は参加各銀行が組織した

農貸団が毎年農本昴と協議して額を決定すること
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表5 農本局への各銀行の出資額
（単位：万元）

‘|―.，  |―`  

出資額 出資額 ］出資額 出資額

四＿ fr 儲蓄 :84.〗止1 銀/呵.1口□通ー銀行 1`1儲蓄顧業｀／ 54-•一
江蘇銀行 25 大陸銀行 22 浙江興業銀行 18 I中南銀行 i 17.5 

四明銀行 15 浙江実業銀行 12.3 I新華銀行 9.2'通商銀行' 7 

勧工銀行し」］東莱銀行 l -l中衷い蓄会 l 1雁銀[/;.5
国華銀行 6.5 中字銀行 3.5 中央伯託局 3 I墾業銀行 2.6 

農工銀行 2.1 中ー1麟公nJI 2.1 中国農民銀行 2 農商銀行

（出所） 中国人民銀行上海巾分行金融研究室編『金城銀行史料』上海 t海人民出版社 1983年 470 
~471ペーシ。原載は上海銀行描案「参加農本局各銀行」 1936年7月30H。

になっていた。そして，第7条および第9条で，

合放資金は週息 8厘を超えず，流通資金は投資の

条件により期限および利率を決定すると規定して

し寸こ（iUI)。

農本局の成立が農業金融にとって順要な意義を

もつことは確かであるが，実際に農本局に参加す

ることになった銀行30行の合放資金の出資割当て

額から見ると，決してそれまでの各銀行の対農業

投資の実績に比例しているとは言えないし，また

額においてもそれまでの各銀行の対農業投資の実

績を大きく超えるものではなかった（表5参照） C

たしかに南京国民政府の意図が「全国銀行ヲ農本

局ノ傘下二糾合シ，以テーノ集団的統制的農村貸

付ヲ行ハントスルモノデアルJ(il:22)としても，ただ

ちに「農本局の成立によって商業賓本は国民政府

の企図する農村金融機構の中に組み込まれ」(it23)

たと見るのはやや早計であろう。成立当初の農本

局については，むしろ「政府ハ銀行ヲ利用シ資金

ヲ吸収シ銀行ハ政府ノ保障二依テ安全二農業投資

ヲ行ハウトスルー石て且ノ良策デアルガ寧口政府

ハ銀行団二利用サレテヰル形デアル」(il:24)と見る

ことができたのである。

実際，銀行界は，農本局の成立に原則的には行
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同していたが，同時に多くの意見を提出していた。

中央銀行副総裁の陳行，中国銀行副経理の宋漢章

および交通銀行董事長の胡約は，連名で次のよう

な意見を発表した。農本局は，資金の面から見る

と，官民合弁のように見えるが，企業組織でもな

く，はっきりしない。また，農業資金を流通させ

るのは金融機関の仕事であり，農業産品を調整す

るのは政府の農業に対する行政措慣であるから，

両者は分けるべきであって兼営すべきではないの

に，農本闘は，農業を扶助する行政機関であると

同時に，また貸出を行なう金融機関ともなってお

り，組織上の混乱が見られるというものであった。

方，浙江興業銀行は，商業銀行の立場から，銀

行の合放資金を週息8厘とした規定は，コストか

ら考えると欠損を出すおそれがあるとして異議を

申し立てている⑪25)。さらに，新華銀行副経理の

王志幸は，農本局が農業金融の単なる管理機関な

のか，それとも全国の農業金融の中枢なのか，さ

らに言えば，共同貸付を行なう銀団の組織なのか，

それとも農業貸付を処理する機関なのか，つまり

は，企業利益と公益のいずれを目的としてい

るのかをはっきりさせるべきだと述べている(/±26)0

農本周のその後の展開を検討することなしには
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早急に結論を下すことはできないが．少なくとも

農本局成立当初は．農本局と商業銀行との関係は

なお流動的で，農本局が農業金融を掌握したとは

言えないのではないだろうか。

（注 1) 「国内要聞郵儲総局開始農村放款」（『銀行週

報』第19巻第19期 1935年5月21日） 4ページ。

（注2) 呉経硯←上海商業儲蓄銀行歴史概述」（『陳光

甫与上海銀行二北京 中国文史出版社 1991年） 24ペー
、．． 
ン
゜
（注3) 1碩宝潤「農学家鄭乗文」 199~204ページ。

（注4) I上海銀行22年・…・・（二） J （『銀行週報』第18

巻第17期 1934年 5月8l::l) 19ページ。

（注 5) 許家駿「我所知道的金城銀行」（『文史資料選

輯』合J]本第:30冊第88輯 1986年） 85ペーシ。

（注 6) 「金城銀行23年・・・・・・（上）」 （『銀行週報』 第19

巻第11期 1935年 3月26日） 33ページ／「金城銀行24年

・・・・・・（下）」（『銀行週報；第20巻第18期 1936年5月12日）

20ページ／「金城銀行25年・・，．．」（r銀行週報J 第21巻第

20期 1937年 5月251::l)21ページ。

（注 7) 山上金男『浙江財閥論一ーその基本的考

察一ー』日本評論社昭和13年 209~210ページ。

（注 8) 中鴬太一 r転形期における『中国銀行』の綿

業投資の構造」（『社会科学研究』［東京大学社会科学研

究所］第20巻第5• 6合併号 1969年 3月） Q

（注 9) 「支那農業における金融資本の制覇過程」（『東

亜i 第 8巻第2号 1935年2月 1日） 135ページ。出資

の内訳は．上海銀行が10万元．中国銀行と金城銀行が各

5万Jじ）

（注10) 「本国経済 氾市li銀行合組銀I‘ll琲理農村貸

款J (r中央銀行月報』第4巻第3号 1935年 3月） 623

ベージ。

（注ll) 1軍宝潤「農学家Ill；長文」 203ページ。

（注12) 「国内要聞 五銀行貸款塀理鋏棉運錯蓄押」

（『銀行週報』第18巻第:{8期 1934年10月2fl) 2 ~ 3ペ

‘ヽ‘ーン。

（注13) 「国内要聞農業貸款団決定運錯貸放塀法」

（『銀行週報』第19巻第34期 1935年 9月311) 5 ~ 6ペ

‘̀ ーンぐ

（注14) 「中国銀行21年……（上）」 20ペーシ。

（注15) 沈九如「八年来浙江省救済蚕糸事業之概述」

げ浙i.I省建設月刊』第9巻第3期 1935年 9月） 80~81
‘ゞ

ペーン ぐb

（注16) 「本国経済蘇浙両省収買秋繭借款均経告成 1

（『中央銀行月報』第3巻第 10号 1934年10月） 2226~

2227ページ。

（注17) 「本国経済 浙省府与瀦銀団簑定絲繭借款合

同」（『中央銀行月報』第4巻第6号 1935年 6月） 1295

~1296ページ。

（注18) 「本国経済浙江省秋繭借款策訂合同」（『中央

銀行月報』第4巻第10号 1935年10月） 2257ページ。出

資額は，中国銀行21万元，交通銀行14万元，浙江典業銀

行 8万元，上海銀行5万元，金城，大陸，塩業，浙江実

業，国華，中南の6銀行が各2万元。

（注19) 「国内要聞 江浙春繭放款銀団成立」（「銀行

週報』第20巻第18期 1936年 5月12日） 8ページ。参加

金融機関は，中国，交通，中国農民， i［蘇省農民，大陸，

金城，塩業， il：蘇，国華，上海，勧工，永大，浙江輿業，

浙江地方，新華，中国国貨，中南の17銀行と四行儲裕会

および福源銭荘。

（注20) 施姦泉「民国二十四年我国銀行業之回顧及農

業貸款之検討』杭州 集益合作書局 1936年 33ペーシ。

（注21) 「国内要聞 農本局組織規程」（『銀行週報』第

20巻第24期 1936年6月23EJl 5ページ。

（注22) 中国通信社調査部『国府の農業政策と農本局

の役割』 62ページ。

（注23) 菊地ー隆「罠本局の成立とその役割」 19ペー
、;

ンc 

（注24) 典亜院椎中連絡部『国民政府実業部農本Mノ

概観』上海昭和14年 2~3ページ。

（注25) 「国内要聞銀行界対農本局組織意見」じ銀行

週報』第20巷第2(）期 1936年 5月26Ll) 9 ~ 11ペーシc

（注26) T.,ぷ幸「対於農本局洲法大綱之意見」（『銀1」

週報』第20巻第18期 1936年 5月121l) 2ページ。

おわりに

1930年代，商業銀行が「金融の枯渇」に苦しむ

農村に遊資0)捌け口を求めて続々と対農業投資に

乗り出していったため，銀行の対農業投資は急増

した。商業銀行の対農業投資の意図は，貧農の救

済や農民の貧富差の是正などではなく，農民の購

買力の回復および工業原料としての農産物の安定

うう
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供給の確保にあり，この意味における農村の復興

は，商工業の復興につながり，ひいては金融業の

発展をもたらすものと期待されていた。

また，この時期は農業銀行が依然として初期的

段階にあったため，商業銀行の対農業投資は，実

質的に農業銀行の役割を補完・代替し，本来政府

が農業部門に対して行なうべき財政出動などの政

策の一翼を担った。

ただし，銀行は，資金回収の安全確保のために，

投賓先を経済的に比較的豊かな地域に集中させ，

また農民へ直接投資せずに合作社や農業倉庫を通

して間接的に貸付け， しかも主要には棉花などの

商品作物を担保とした。農産物担保貸付は，信用

貸付に比べて銀行側のリスクを低減させるばかり

でなく，紡績工場に重点的に投資していた銀行に

とって、紡績工場への原料棉花の安定供給を確保

する意図も持っていた。このため，銀行は，単な

る賓金の貸付にとどまらず，牒産物の生産・流通

部門にも関与し，さらには，投資効率を高めるた

めに銀団などによる集団投賓を行なっていった。
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銀行の対農業投資という面から見れば，農本局の

成立は，少なくとも当初は，政府による農業金融

の掌握として突然登場したというよりも．銀行の

集団投資の流れの線上にあったものと考えられる。

総じて．抗日戦争以前の銀行の対農業投資は，

たしかに投資額や投資範囲などにおいて限界があ

り．効果も限定的なものではあったが，農業資金

の手当．流通の合理化，品種改良を含む農業技術

の改善などの面において，一定程度の貢献をした

のであって， 1936年の農産物の豊作と農産物価格

のt昇という現象の重要な一因をなしたと思われ

る。

（日本学術振興会特別研究員）

〔付記〕 本稿は． 1992（平成4)年度文部省科学

研究費補助金（奨励研究く特別研究員＞題目「中国

における農業の近代化と農民の反応および農村社会

の実態」）による研究成果の一部であり．また， 1992

年7月に東京都立大学において開催された第8回中

国近現代経済史シンポジウムでの報告を基礎にまと

めたものである。
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